
9/4，9/11ボランティア学科マッチング会,19団体

10/6(講義編)、10/27(実践編）実施済

9/28影山氏と打合せ 10/24ふなボノ上原氏と打合せ、10/25他自治体の実施確認 1/12ふなボノ部会参加

アンケート項目の設定 　アンケート項目決定 2/1、アンケート実施予定 3月末にアンケート回収

「今回の検討課題」 「前回の検討結果」

１.プロボノの調査、設立の検討 1.参加団体へのアンケート

・  「ふなボノ」との打合せ 1）アンケート集計状況報告

・登録団体の約半数がサポートセンターを利用したことが無い、サービスを知らないと回答。

2.プレゼンテイションのスキルアップ 　その理由としてその回答者の半数が魅力的な支援サービスが無いと回答。

　 　①来年度、スキルアップ講座を２回程度予定、実施に向けた概略内容と日程検討。（アンケート回収を踏まえて講座内容等の検討）

　 ②  運営委員の理解向上のために行政（関係各所）との意見交換会等の検討。 2.プロボノの調査、設立の検討

・「ふなボノ」にワーカーとして関わってもらうことを検討。

3.市民大学との連携 ・支援団体のサンプルとして団体支援部会を含めることを「ふなボノ」に打診。

・来年度以降の市民大学とカリキュラム等に関する協議内容検討？

3.市民大学との連携

4.参加団体の問題点等について情報の収集・検討 ・5年度いきいき学部10月4日の「共通講座」で「市民協働」を市民協働課が講義、市民団体の活動を紹介。

　・アンケート調査実施状況の確認 　講義テーマは、市民協働課が3月末までに市民大学校へ報告。

　　斉藤委員よりアンケートのクロス集計の提案→市民協働課実施 ・ボランティア活動の追跡調査は5年度（１８期）、６年度（１９期）の学生対象

　・団体支援から市民大への要望事項①学生のアドレスの共有②市民協働の情報送信

4.その他

　SNS活用に向けた提案（市民協働課）

　　・行政が行うと内容も固く、署内決裁などの課題が多いので、親しみやすいアカウントで自由に使えるイメージで運用

　　・アカウントの管理、発信、受信内容のチェック、責任の所在など運用に向けて懸念事項の洗い出しが必要

　　・阻害要因もあるが、登録団体間のツールとしても効果が期待できる。

②プレゼンテイションのスキルアップ
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①市民大学との連携

③プロボノの調査、設立の検討

④参加団体の問題点等について情報の収集・検討

第１回(7/14） 第2回(8/9） 第3回(9/8） 第4回(10/13）

第6期 船橋市民活動サポートセンター運営協議会　団体支援部会作業スケジュール

令和5年度

第8回団体支援部会　2023/2/9
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